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足下の悪い中、１８日(土)に行われた学習
発表会には、多くの皆様にご来場いただきあ
りがとうございました。また、心のこもった
盛大な拍手をいただき、ベストを尽くして発
表した子どもたちもどれ程うれしかったこと
か…、本当にありがとうございました。
さて、様々な感染症対策を施しながらの開

催となり、子どもたちにもマスクをしたまま
で発表をしてもらいました。一生懸命頑張っ
ている子どもたちの表情を観ていただけなか
ったことがなによりも悔やまれます。また、
他の演目を観ていただくことができなかった
ことも残念でなりません。本当に全部観てい
ただきたかった…。このコロナ禍が、一刻も
早く終息することを願わずにいられません。
では、簡単にですが、それぞれの発表を振

り返ってみたいと思います。

カッパ？イルカ？
もぐら？元のお話に
は出てこないキャラ
クターも登場した
「おおきなかぶ」。
だから「すまいるむ
らの」が前に付くん
ですね。セリフもダ
ンスも元気いっぱいで、観てる方も元気にな
りました。うれしいような恥ずかしいような
顔での「はじめのあいさつ」も立派でしたよ。

ステージいっぱい
に泳ぎ回る魚たち。
そして、一匹で泳ぐ
スイミー。動と静の
コントラストがお話
の内容をよく表現し
ていました。オープ
ニングのワカメとコ

ンブの動きもとてもユーモラスでしたね。

言葉の修行をする
忍者達。「ヒロシ」
からスタートし、ダ
ジャレや回文、早口
言葉には も登場
するなどアイディア
満載。最後の合唱で
は、元気な歌声とと
もに、２人の伸びやかな歌声が響きましたね。

ジブリのおなじみ
の楽曲をメドレーで
演奏してくれまし
た。貴重な発表の場
で、みんな頑張って
演奏していました。
アンコール「春を告
げる」ではソロの演

奏もあり、とても楽しませてくれましたね。

日本で一番盛り上
がるのは何祭りか?
山笠音頭によさこい
ソーラン、そして地
元秋田の竿灯を紹介
してくれました。途
中の豆知識も為にな
りました。最後の「ロ
ックドンパン」の総踊りもよかったですね。

現代の世相を反映
するかのような配役
でした。さすが６年
生、みんなしっかり
英語のセリフを覚え
て自分の役を演じて
おり、感心しました。
もし、誰かにオスカ

ーをあげるなら、やはりシンデレラを演じた
悠太さんでしょうか。床に崩れ落ちて涙する
演技は秀逸でした。予行では、衣装のファス
ナーが上がらず、魔法がかかるまでずいぶん
時間がかかりましたが、本番は大丈夫でした
ね。英語の学習がいかされていました。

９月２１日（火）～３０日（木）が運動
期間です。日暮れが早くなってきておりま
す。薄暮の時間帯は、歩行者にとっても運
転者にとっても危険な時間帯です。
事故の無いように気をつけましょう！

９月２８日（火）は稲刈りの予定日です。
今年の稲刈りは、春の田植え同様、２・４
年生、１・６年生、３・５年生のペア学年
で３０分交替で行います。多くの方にご協
力をいただきたいところですが、そのよう
にもいかずとても残念です。荒天の場合は
翌日以降に延期となります。


